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【公開日】平成20年4月24日(2008.4.24)
【年通号数】公開・登録公報2008-016
【出願番号】特願2007-265060(P2007-265060)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｇ  21/30     (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成24年5月10日(2012.5.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　荷重担持部材（３，２０３）と、荷重担持部材（３，２０３）と協働する搬送装置（６
，２０６）と、秤量対象物の大きさに適合された秤量室（１５，１１５）を包囲している
通風遮蔽部材（１６）であって、少なくとも１つの荷重用アクセス穴（１４）を開閉する
機能を果たす少なくとも１つの開閉部材（１３，２１３）を含んでいる通風遮蔽部材（１
６）と、開閉部材（１３，２１３）を作動させる機能を果たす駆動機構とを含んでいる電
子秤であり、
　前記駆動機構が、位置設定部材（１２，３３，２１２）を更に含み且つ位置決め部材（
１２，３３，２１２）及び変位伝達部材（１８，３０）と共に、荷重担持部材（３，２０
３）に対する搬送装置（６，２０６）の持ち上げ及び下げ降ろし動作をもたらし、前記位
置設定部材（１２，３３，２１２）は、搬送装置（６，２０６）及び／又は荷重担持部材
（３，２０３）を幾つかの規定された位置に設定する構造とされており、位置設定部材（
１２，３３，２１２）がカム板、又は偏心器、又は直線変位摺動部材として構成されてい
ることを特徴とする電子秤。
【請求項２】
請求項１に記載の電子秤であり、
　変位伝達部材（１８，３０）が搬送装置（６，２０６）に締結されていることを特徴と
する電子秤。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の電子秤であり、
　位置設定部材（１２，３３，２１２）が変位伝達部材（１８，３０）のための案内経路
（１７，２９，３４）を含んでいることを特徴とする電子秤。
【請求項４】
　請求項１乃至３のうちのいずれか一項に記載の電子秤であり、
　荷重担持部材（３，２０３）が第一の荷重受け部材（４，１０４）を含んでおり、搬送
装置（６，２０６）が第二の荷重受け部材（７，２０７）を含んでおり、これらの荷重受
け部材（４，１０４，７，２０７）は、荷重担持部材（３，２０３）が搬送装置（６，２
０６）に対して移動するときに、第一の荷重受け部材（４，１０４）と第二の荷重受け部
材（７，２０７）とが、秤量荷重（５，１０５）を搬送するために、相互に接触すること
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なく互いに交差するのを可能にする構造とされていることを特徴とする電子秤。
【請求項５】
　請求項１乃至４のうちのいずれか一項に記載の電子秤であり、
　秤量室（１５，１１５）が、ほぼ、三角形、矩形、多角形、円形又は楕円形の形状を有
していることを特徴とする電子秤。
【請求項６】
　請求項１乃至５のうちのいずれか一項に記載の電子秤であり、
　閉塞部材（１３，２１３，３１３，４１３）が、軸又は回転中心に対して旋回するか又
は摺動することができるように支持されていることを特徴とする電子秤。
【請求項７】
　請求項１乃至６のうちのいずれか一項に記載の電子秤であり、
　マイクログラム範囲及び／又はマイクログラム未満の範囲の荷重を秤量できる構造とさ
れていることを特徴とする電子秤。
【請求項８】
　請求項１乃至６のうちのいずれか一項に記載の電子秤であり、
　秤量室（５１５）が挿入部材（５０）を含んでおり、秤量室（５１５）の荷重用アクセ
ス穴（１４）が閉塞部材（５１３）によって閉塞することができ、秤量過程中に、第一の
荷重受け部材（４）及び第二の荷重受け部材（７）が、秤量室（５１５）特に挿入部材（
５０）内に配置され、挿入部材（５０）及び／又は閉塞部材（５１３）が手動によって又
は自動化されたモードで交換できることを特徴とする電子秤。
【請求項９】
　請求項８に記載の電子秤であり、
　閉塞部材（５１３）が少なくとも１つの結合部品（５２，５２’）を含んでおり、当該
電子秤は、少なくとも１つの結合部品（５２，５２’）を収容するための少なくとも１つ
の凹部（５３，５３’）を含んでいることを特徴とする電子秤。
【請求項１０】
　請求項９に記載の電子秤であり、
　結合部品（５２，５２’）が、凹部（５３，５３’）内に、ラッチ部材（５４）によっ
て固定することができることを特徴とする電子秤。
【請求項１１】
　請求項８乃至１０のうちのいずれか一項に記載の電子秤であり、
　秤量室（５１５）が、挿入部材（５０）を挿入し又は取り外す機能を果たす少なくとも
１つの切り込み領域（５１）を含んでいることを特徴とする電子秤。
【請求項１２】
　特別な秤量対象物に適合された秤量室（１５，１１５）を包囲し且つ閉塞部材（１３，
２１３）によって閉塞できる少なくとも１つの荷重用アクセス穴を含む通風遮蔽部材（１
６）を備え、更に、閉塞部材（１３，２１３）を作動させる駆動機構をも備え、荷重担持
部材（３，２０３）と協働し且つ変位伝達部材（１８，３０）を介して位置設定部材（１
２，３３，２１２）とも協働する搬送装置（２，２０６）をも更に備えた電子秤上に、秤
量対象物を配置する方法であり、
　ａ．閉塞部材（１３，２１３）を作動させることにより荷重用アクセス穴（１４）を開
き、これと同時に、荷重担持部材（１３，２０３）と搬送装置（６，２０６）とを、前記
駆動機構によって相対的に動かすことによって、荷重担持部材（１３，２０３）と搬送装
置（６，２０６）との間に第一の位置を設定するステップと、
　ｂ．荷重（５，１０５）を搬送装置（６，２０６）上に配置するステップと、
　ｃ．荷重用アクセス穴（１４）を閉じ、これと同時に、荷重担持部材（３，２０３）と
搬送装置（６，２０６）とを相対的に動かすことによって、これらの荷重担持部材（３，
２０３）と搬送装置（６，２０６）との間に第二の位置を設定するステップと、
　ｄ．前記電子秤のゼロ点調整を行うステップと、
　ｅ．荷重担持部材（３，２０３）と搬送装置（６，２０６）とを相対的に第三の位置へ
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と移動させることによって、荷重を、搬送装置（６，２０６）の荷重受け部材（７，２０
７）から荷重担持部材（３，２０３）の荷重受け部材（４，１０４）へと移すステップと
、
　ｆ．荷重（５，１０５）を秤量するステップと、
　ｇ．搬送装置（６，２０６）と荷重担持部材（３，２０３）とを相対的に第二の位置へ
と動かすことにより、荷重（５，１０５）を、荷重担持部材（３，２０３）から搬送装置
（６，２０６）へと移すステップと、
　ｈ．荷重用アクセス穴（１４）を開き、これと同時に、荷重担持部材（３，２０３）と
搬送装置（６，２０６）とを相対的に動かすことによって、これら荷重担持部材（３，２
０３）と搬送装置（６，２０６）との間に第一の位置を設定するステップと、
　ｉ．荷重（５，１０５）を搬送装置（６，２０６）から取り外すステップと、を含み、
　閉塞部材（１３，２１３）の作動並びに荷重担持部材（３，２０３）と搬送装置（６，
２０６）との間の少なくとも第一、第二及び第三の位置の設定が、駆動機構、位置設定部
材（１２，３３，２１２）及び変位伝達部材（１８，３０）の協働によってもたらされる
ようになされている方法。
【請求項１３】
　請求項１２に記載の方法であり、
　所定数の繰り返しの秤量が完了するまで、前記ステップｄ乃至ｇを繰り返すことを特徴
とする方法。
【請求項１４】
　請求項１２又は１３に記載の方法であり、
　秤のゼロ設定前及び／又は後に、正しく機能するための秤の校正を確認し且つ／又は秤
量パラメータを確認し且つ／又は調整することを特徴とする方法。
【請求項１５】
　請求項１２乃至１４のうちのいずれか一項に記載の方法であり、
　搬送装置（６，２０６）上への荷重（５，１０５）の配置及び／又は取り外しが自動化
された方法で行われることを特徴とする方法。
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